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１ 利用責任者は、クライミング行為をする前にホールド及びスタンスの安全確認を行い、利用責任者は、クライミング行為をする前にホールド及びスタンスの安全確認を行い、利用責任者は、クライミング行為をする前にホールド及びスタンスの安全確認を行い、利用責任者は、クライミング行為をする前にホールド及びスタンスの安全確認を行い、

不具合、不備がある場合早急に施設職員に伝え、指示を仰ぐこと。不具合、不備がある場合早急に施設職員に伝え、指示を仰ぐこと。不具合、不備がある場合早急に施設職員に伝え、指示を仰ぐこと。不具合、不備がある場合早急に施設職員に伝え、指示を仰ぐこと。 

 

２ ホールド及びスタンスを許可なく変更しないこと 

 

３ 必ずハーネスを着用し、確保用器具を用いること。 

 

４ 必ず２名以上のチームでクライミング行為を行うこと。 

 

５ １エリアに対し、２本以上のロープを設置しないこと。 

 

６ トップロープ方式によりクライミングする場合には、トップロープの支点は、 

必ず２ヵ所以上取ること。 

  また、支点に使用するカラビナは、安全環付きカラビナの場合は１個、通常の 

カラビナの場合は２個以上使用すること。 

 

７ トップロープ用のロープは、１０．５ｍｍ以上の太さのクライミング用ロープを 

使用すること。 

 

８ 他のクライマーに迷惑をかけないこと。 

 

９ ウォール付近の樹木を傷つけないこと 

 

10 クライミング行為に関し事故、怪我等が発生した場合は、施設等に不備、クライミング行為に関し事故、怪我等が発生した場合は、施設等に不備、クライミング行為に関し事故、怪我等が発生した場合は、施設等に不備、クライミング行為に関し事故、怪我等が発生した場合は、施設等に不備、    

不具合等がない限り、利用者及び利用団体において責任を負うこと。不具合等がない限り、利用者及び利用団体において責任を負うこと。不具合等がない限り、利用者及び利用団体において責任を負うこと。不具合等がない限り、利用者及び利用団体において責任を負うこと。    

 

11 ゴミは必ず持ち帰ること。 

 

12 その他、施設職員の指示に従うこと。 

 

 


